









天台系談義所で形成されたもので､室町時代の説話集の特色として'あまり殺生薄は見られない｡『今昔物語集』等にうかがわれる古代における殺生欝の発達は､『三宝絵』　の放生会創始談などに見えるように'怨霊思想に支えられた面もあるであろう｡ 的な崇りの観念はこの時期までには薄らいでおり､それが殺生苛を単純ならしめている要因の一つで ろう｡本書における殺生薄を天竺'唐土､本朝の三分野に分けて考えること する｡
まず天竺の殺生讃であるが､巻九二一十二話･戸毘 王代レ鳩事は､天竺の戸毘大王が自分の股の肉を割いて鳩
代りに鷹に与えたという『大智度論』巻四等に見える有名な慈悲浮である｡巻十･十三話･堅誓師子事は､天竺に堅毛師子という金毛の獅子がいて'仏法 値遇する縁を求めていた｡ある栴茶産がそ 金毛を欲しがり､法 に化けて近づきこれを殺した｡獅子は出家者を決して襲わ いことを誓って死んだ｡この栴茶窪はこれを機縁に出家し､証呆
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を得たというもので､この論考の冒頭にある殺生謬タイプの一に属する｡この説話は　『宝物集』巻五等にあるが､この話も動物 人間の暖かい関係をもテーマとしているように思われる｡なお『法華経直談紗』巻二束に見える天竺の金の獅子の話とは多少異なる｡巻十二･十話･鹿野薗鹿王事は､天竺の国王が鹿野菌で鹿狩をし､鹿が全滅しそうになったために､二頭の魔王が1日に1頭の鹿を差し上げることを約束する｡国王はこれに恥じて､鹿 求めな-なっ
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たというも で'『大智度論』　や　『宝物集』等に似るという｡殺生浮タイプ 五に属する｡動物と人間の交流や人間による動物愛護の話の多きは'『三国伝記』　の一つの特色であ ｡巻十二二一十 話･王舎城毒意事は､毒意という栴陀羅が殺生を生業としていた｡死して地獄に堕ちたが､法華経を聴聞したことのある功徳により､蘇生して出家するというもので､タイプの一に属する｡一般に天竺の話は殺生による堕地獄という深刻さよりも､物語として 面白さに関心がある うに思われる｡巻二二一十八話の一角仙人事も そうした傾向を有したものといえるであろう｡
次に唐土の殺生薄は､『三国伝記』　では数多-述べられていることが注目される｡巻七二一十九話･子安鶴ヲ助テ
後死シテ三年而生返ル事は､子安が一羽 鶴を助けたことにより､死後墓の中から蘇生 い ものであ ｡動物報恩薄の形で､これは先のタイプ群にはない｡巻八･ 四 ･後藻場宝黄雀ヲ飼助事も､楊宝が傷ついた黄雀を助け､そのために子孫が栄達を果したというも で､これも動物報恩葦の形である｡巻 ･十七話･唐朝散大夫孫宣徳事は､唐の宣徳は多-の禽獣を殺し､死して地獄 堕ちたが 華厳経転写 発願により許された いうもので'『今昔物語集』巻六二二十五着等 見える｡殺生薄タイプの四 一種である｡ここでは華厳経 重要性 強調するものとなっている｡巻十二手話･張元寿為二亡親一道二阿弥陀像一感応事は､張元寿は殺生の家に ま ながら' れ 断じ'阿弥陀像を造って亡親を供養したので､父母は往生したというも ､『今昔物語集』巻六･十八話等に見える｡タイプ四の1種である｡巻十･二十六話.幽州虞安息蘇生事も､殺生を事と 虞安息 死して地獄に堕ち'そ
35　殺生薄の変貌(二) -中世説話から近世説話-
の兄が釈迦像を造った功徳によって蘇生したというもので､『今昔物語集』巻六･十1話等に見える｡これも殺生護のタイプ四に属するものである｡編者には中国の説話を利用しながら 身内の供養を勧めるモチーフがあるのかも知れないo巻十1･二話･為二葉ノ安義1造二普賢ノ像1事も､秦の安義が鷹狩をして生類を殺した｡そのために死して地獄に墜ちたが､普資の像を造った功徳で蘇生し､出家 というもので､これもタイプ四に類する｡唐土の殺生による堕地獄譜において､人々を救済するのは､華厳経書写､阿弥陀像･釈迦像.普賢像の道立であっ 巻十二･八話･十念往生感応事は､唐土の者が常に田猟を好み､殺生を業としたが､臨終に望み､堕地獄 感じて､僧を請じて十念を授けられ､往生したと うタイプ一 ､こ 場合堕地獄からの逃避は最期 十念に拠るものであった｡この説話と先の巻十一二一話は　『三宝感応要略録』　に出典があるも で'『今昔物語集』　には見えない｡ 十二二一話･悪業罪人法花経奪取事は､鳥獣･魚類 殺生 生業とする男が､死して地獄に堕ちた の'法華経によって蘇生するというもので､出典未詳であり､これもタイプ四に属する｡ のように唐土における殺生浮には､殺生 よる堕地獄とそれからの救済 テーマが多く､それは編者玄棟の仏教学的な関心 よっ いたと 見ること できる｡彼にとって本格的な殺生浮 は､古い中国の説話の類であったのであろう うした傾向は'巻十一二一十六話･荊州超文侍為二亡親丁画二六観音1事など'他の唐土説話にも及ぶも ｡既に見 うに､こ 種の説話は中国でよく発達していた｡或は編者は近江国の狩猟民 救済が念頭にあった かも知れない｡
さらに本朝の殺生薄を見ると､巻二･十八話･不知也河〔辺〕狩人事は､江州の猟師が飼い犬に命を助けられると
いう大神明神の縁起浮である｡同種の話は　『峰相記』　 播磨国乗賀の犬寺 縁起薄にも見える｡なお南方熊楠 よる
(は)
と､犬が主人の命を助ける話は中国や西洋に 見えるという｡巻十二ハ話･依 一首歌一首鶏開レ脹事も'伊豆国三島明神に'盲目 鶏がおり､苦しんでいたが､修行者がこれを歌に詠んだところ､神 に適して眼が開いたという
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もので'動物愛護の物語である｡巻十一二二十話･丹後国俗人道心事は､丹後の者が夜中青鷺の番を射殺し､これを機縁に出家するというもので'タイプ1である｡能の番外曲｢鴛鷺｣などと似るところがある｡この阿曾沼の話は先に述べたように 陸奥や下野'近江の話などとす が､この地方伝承的 話は'話型 して丹波にまで影響を与えたのであろう｡巻十二･二十一語･鯉放沙門事は'諸国行脚 僧が摂津国平野の橋を勧進 ､後に近江 堅田の浦で鯉を助けたところ､その夜の夢に翁姿の が現われて恨みを述べる｡賀茂明神の供祭となって苦息を免れようとするを妨げられ い も で､『発心集』巻八･十三 と同語である｡タイプ七に類する｡『三国伝記』　の本朝の説話において巷談を取り上げる傾向は 巻十二･十五話こ云州西条下向僧逢二児霊一事にもうかがわれる｡
このように本書においては'天竺ならびに唐土における殺生葦は､ある種の傾向を持っていることが注目される｡





近世において系譜をなす｡中国から 　『好生録』　 輸入 り､寛文四年　(一六六四)　には浅井了意が　『戒殺放生物語』を著わした｡彼は浄土真宗東本願寺派の僧で､京都で本性寺の住職を勤めた｡いうまでもな-仮名草子の作者
37　殺生諸の変貌(二) -中世説話から近世説話へ
として有名であり'本書以後には天明三年二七八三)　には　『放生功徳集』と　『放生指南集』が出､｢放生｣を冠するこの種の書が刊行されていった｡それらは儒仏両教から殺生を戒めたものであるが､その系譜の末期に属する文久二年(1八六二)　の『好生問答』は､佐伯藩の儒者秋月橘門の手心なっ ､ここでは儒仏に神道を加えて 三
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教から殺生を論じ いる｡臼杵図書館蔵本の写本の政文は'南渓という浄土真宗 僧が書いている｡殺生思想はさらなる発展を見たのである｡神道と殺 の関係 ､『発心集』　『沙石集』などに見えるように中世以来のものであり'実際の放生会は神仏習合が強く見られた石清水八幡宮などで行われていた｡従って殺生観に儒教が加わったのが新しい観点であったが､それは中国からの影響でもあった｡そして近世においては､殺生薄のタイプは七である放生 重要となっていったことがうかがわれ 『戒殺放 物語 　は｢戒殺物語｣と｢放生物語｣　の二部から成るが､｢戒殺物語こ　の〓　戒殻の事｣には､
それ'殺生といふハ'殺生を'いましむるの事也｡儒教にハ､仁と名づけ｡仏書にハ'慈悲と名づ-｡物を憐ミ'生をまもり｡破-'そこなハざるの義也｡殺生を好むものハ､この世にしてハ､五常の理にそむき｡次の生




















生の文｣は中国説話からの影響が強かったのであろう｡｢五　猪を殺すとて'我子を殺しける事｣はある猟師 酒に酔って､我が子を獲　(シカ科 動物)と思い込んでこれを殺し'翌朝嘆き悲しんだというもので､話の出所は記されていないが 挿絵に拠るとこれも唐土 話のように見える｡この話も殺生による不幸型である｡｢六　猿 ､子をとられ 悲しミ､死せし事｣は東興という者が小猿を捕ったとこ ､母猿が悲しんで死 ｡その後東興の一門は'疫病でみな死去 たというもので､これも唐土の話であり'動物 親子の愛情 テーマとなっ いる｡以上'タイプ二
い ぬ
である｡｢八　母死 て 狗に生れし事｣は'唐の都 者 母が､日頃家人共に邪険であったため､死して狗に生まれ変わり'子に飼われていたというもので､罰を蒙って畜生 なった話 '殺生薄ではない｡ かし鈴木正三　『因果
によど
物語』　にはよ-見える話型である｡次の｢九一女､五僧を度すといふ事｣　 は､先祖の供養においては'魚鳥の肉や酒を用いてはならないことを説 た後､宋 時代 ある男が娘に先立たれ'そ 供養をしたところ､娘の霊が現われ'供養の五人の僧が飲酒し いことを望んだ｡僧達は一生斎戒して精進した｡｢一鬼五僧 度す｣とはこ 事 あるとする｡これも殺生浮と 直接関係はない｡不殺生戒からそれて不飲酒戒 に及んだものである｡
次いでへ　｢戒殺物語　二｣　においては'｢一婚礼に､魚鳥を用ひまじき事｣｢二　殺さるゝも､過去の業といふ問
答の事｣｢三　客をもてなす為に､殺生すべからざる事｣｢四　生々流転して､互に六親春属となる事｣さらに 七神明に祈祷いたす時､殺生すべからざる事｣｢九 世の となみ ､殺生すべ ざる事｣｢十二　惣じて'殺生をいましむる事｣｢十 勤て'殺生を止べき心持の事｣｢十四　戒 発願 事｣ が進むが'これも 生を儀礼等
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の関係から､仏典を引用しながら仏の教えとして説いており､その殺生観は巻一の場合と同様に総論的で､かつ生活を営む上での習慣との結びつきで説いているのが特徴的で'それは新たな近世的な動物 殺生意識を示すものであろう｡殺生禁断を日常の場の一部として設定しようとする動きがあったわけである｡そして平和な時代のより知識的な殺生論ともなっている｡その知識性の政に､日本の殺生薄よ-は唐土のそれが多-取り上げられたのであろう｡動物の殺生が堕地獄等 古代以来の深刻さを離れて､やや観念的に述べられ いるの これはこ 時代中国におい
じき
ても同様の傾向があったことが想像される｡さて｢五　羊を食して'死せし事｣は唐土の王克という人が客をもてなすためにへ羊を殺そうとする｡羊は客 一人に命乞いをしたが､無視される｡羊の肉を食したこの客 '全身の痛みに泣き叫んだというもので､｢三　客 もてなす為に､殺生すべからざる事｣　の具体 な説話である｡｢六　年を殺して凌'療病となりし事｣も唐の発の国で､あ 者が寺を仮の宿とし'そこで牛を殺 客をもてなし と ろ､療病にかかり､終に死去したというもので'三話と同類 話である｡このように本書において 殺生帯の視野が狭-､類型化する傾向がある｡そ て してはならぬ場を具体的に示し'実用的でもあ ｡また不殺生を説-説経的な言辞の具体例 用いられることが多くなっている｡｢八　宋の景公､善言の事｣は､王景公が病気となっ もへ臣下をも国民をも身代わりとせず､このため 天道によって病が癒えたことを述べ もので､儒教的な善政 話となっている｡本書が仏教のみならず､儒教思想によって 編まれてい を示 ものである｡ 十 鰻 売て､む-ひをうけし事｣は､唐土で鰻を垂として売 者が子を儲けた ､その子はまるで鰻 よう ったというも であ ｡殺生
はらみ




してゆ-構成を取っているが'殺生の対象となる動物にしても殺生をする者にとっても､親子をテーマとする事が多く､これは本書が父母を含めた先祖供養を念頭に置いているためかとも思われる｡そして殺生を犯した罪は､我が身に癌を生じるなどの病にかかったり'異常な子 儲けてしまったりするという形で報いを受けることになることが多い｡そして体に癌を生じるなどの皮膚病系の病は､殺生に起因する因果応報によると近世でも考えられていたことも想像される｡このように｢戒殺物語｣　の殺生浮は著しく類型的で､多様性がなく､すべて殺生による不幸型である｡すなわち殺生観が次 放生思想をも反映し 固定化しており､そして戒毅を日常的な精神 活の1部にし うとしており､近世的な教訓主義が強いと思われる｡すべて中国の説話で構成されていることにも'そ した性格があ ｡生による堕地獄の深刻さは影を潜めてい ｡近世における殺生禁断の思想は､さら 中国の影響 受け､儒教を加えて､新たに展開しているのである ､それは仏典等を利用しながら 経的に説く傾向が強く､説話としての面白さは前時代に及ばないと思 れ ｡あ いは近世においては動物 対す 殺生浮はさほど進展せず､先の　『因果物語』　既に見えるよう ､人間に対す 殺生の方 く発達しており'これが演劇の上 'あるいは小説の上で､趣向 して好まれ発達していったのであろう｡そ は動物の塑性が時代と共に失われていったこととも関係す であろう｡これらの説話の中国における出典は未調査で '『今昔物語集』巻九 震旦説話'それに先立つ　『冥報記』 法苑疎林』等の説話と同タイプであ-､殺生による不幸型はもともと中国で発達していた｡
｢放生物語｣は､放生という殺生讃タイプの七に関わるテーマを扱いながら 　その説話は｢戒殺物語｣　の延長で､
かつそれより多様なものとなっ いる｡｢放生物語　三｣は｢一放生 いふ事｣｢二　万宝 中に､命を第一とする
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事｣では､放生の意義について総論的に述べる｡｢三　白兎､身を焚て'仙人に供養せし事｣は､兎が仙人の食物となるために､我が身を焼いたことを記すもので'放生のテーマとは関係しない｡動物の人間に対する自己犠牲の話で､天竺の金毛の獅子の話に似る｡動物が犠牲となって人を仏道へ導-という話にもいくつかのタイプがあることが知られる｡｢四　草鱒の比丘 事｣は､仏在世の頃'ある比丘が草木の命をも損わなかったことを説いたもので､生類への憐みは草木ま に及んでお-､｢放生物語｣　の方が殺生薄としては多様性 有して る｡｢五　魚鳥獣を､をび
てい







放ちて'命 続ける事｣｢九　魚鳥ハ､人の食すべきものと思ふ誤の事付孔春彦､到公を諌し亭｣｢十 決定殺不定毅の事付放生随喜の人功徳同しき 十一指侯夜光の玉 事｣｢十二　揚宝､雀を -ふてへ位を得たる事｣｢十三
かめ




先に述べたように日本でも流布していた話である｡三話･四話は動物を愛護して仙人となったというで､この種の道教的な話も本書に見られる特徴で る｡五話は永明の寿禅師や禅宗六祖の恵能　(慧能)　が放生を行なったことである｡六話･七 ･八話は1種の動物報恩欝でもある｡九話･十 は肉食を離れ､生類に慈悲を施し､功徳を積むべきであ ことを述べる｡十一話か 十五詰ま も'動物を救って幸福を得たというテーマで'その結果は寿命延長のほか'名珠を得た､三公の位に昇った'病気を免れたとなっている｡これらは殺生による不幸型の逆 タイプで こうした現世利益的な不殺生 話の多きが近世の殺生評の特色で ろう｡十六話は放生を行なうというより積極的な行為によって､天に生れる話である｡十七 放生への発願を述べて締め---としている｡
『戒殺放生物語』　はこのように放生をめぐる諸種の説 の集ま-のような構成を持っていると思われる｡こ 中で
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は垂仁天皇二十五年に創立されたとし いる　(ただ 『平家物語』巻七･還亡 は､崇神天皇二十五年とする)｡この話 　『日本書紀』垂仁紀にある'丹波国から五人の女 召し､自業酢媛を皇后とし､そ 妹三人を妃とし､五女竹野媛を醜しとして帰した｡竹野嬢はこれを恥じ'山城国の葛野で自ら輿より堕ち 死去したと によ ｡自ら命
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を絶つことは､仏教の殺生戒に当たるというのは､先にあげた説話集における殺生欝のモティーフ･タイプには見えないもので､中世の入水往 観とも異なり､近世的な合理的思想があるかと思われる｡巻二･十話･猟師間声発心事は'近江国浅井郡の猟師が暁の鐘の声を聞いて発心したという話で､これは『三国伝記』巻二･十八 の犬上明神の縁起にやや似ている｡『三国伝記』　では犬に命を助けられ 猟師がこれを神として祭ったという犬上郡の であるが､この場合は近江八景の一つ三井の晩鐘などの影響で､このような説話が出来ているようにも思われる｡近江で猟師の発心薄が重んじられていたらしいことは先に見た通りである｡堕地獄による発心ではなく､諸行無常を知らしめる鐘の声によって出家したと うプロット 文芸的で'風流でもある｡これも近世的な好尚で ろ ｡殺生の罪は直接には問われないことになる.巻三二話･難宵鳴有二曹事1之事は' 商人が出家して露覚と称 た 殊に殺生を嫌い'魚を賀茂川に放していたという｡これは巷間 実話 取材し のであろう｡編者は魚を放つならば'寺院の放生池に放つのが良いと感想を付け加え る｡殺生葦タイプの七 類す 話 る｡これも近世的な合理性がうかがわれる｡賀茂川よりも放生池 ふさわしいとするのも'放生会 儀式性を重んじているのであろう｡巻六･八話･屠治下類有二現報一事では､摂津国大坂の料理人の妻が客に亀を料理して出そう すると'寝ていたその娘が必ず苦しむ｡そこで客はその億 払い､食せずして帰ったと う話を記す｡これも巷談的な内容 る へ多少放生会薄の性格を有している｡また殺生の罪 子供に報いるという発想は､先述のように　『今昔』巻九の震旦説話などによ-見えるもので､その伝統の影響下にある話である｡『続沙石集』　の同箇所に '近江国野州都に鳥を取る者がた｡鴨や雁を取るたびに､宿で臥して る子供 襲われた この めに猟師は出家し､ただの百姓 なって暮らしたという話も載せている｡生類を殺すと子供に報いるというテーマは'前話 同様である｡そしてこれも近江国におる猟師による殺生譜であ ｡そして南冥は'
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人間ハ万物ノ性霊ニシテ仁義ノ道徳ヲノヅカラ備ルベキ｡此ヲミガキアラハサントハセデ'何ゾ味ヲ食リテ､殺生ヲ好コトアル｡
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とその殺生観を述べている｡すなわち仏教的な観点からだけでなく'儒教的な意味からも殺生を好んではならないとしており､ここにも『戒殺放生物語』と同様の近世的な殺生観が現われているのである｡このように　『続沙石集』　の殺生欝は古代 伝統を引きながらも､身近な巷談的な実話として構想されているのが特色である｡これは当時信者を対象とした説経において､効果のある方法であったのであろう｡近世の人々の生活がよ-うかがわれる｡殺生欝に巷談を用いる傾向 ､古-から見られ'『三国伝記』　などにも受け継がれることであった｡放生の重視は　『戒殺放生物語』等に通じ ものがあ の思想は近世を通じて重んじられたものであったらしい｡将軍徳川綱書の生類憐みの令等に通じるものであろう｡放生は の時代各地で儀式化して行わ ていたのであろうが､その実態について 調査が必要である｡
『新撰沙石集』　(内題､題碁では　『新沙石集』)　五巻は桑門虚舟の撰で､皇都寺町藤屋武兵衛による出版である｡序
シカ( 2 6 )











(2 5)　注　(2 2)　の安田氏の論では'これに類語は未だ知られていないようである｡(2 6)　以下'早稲田大学蔵本による｡(2 7)　新日本古典文学大系『宝物集･閑居友･比良山古人霊託』　(岩波書店)　1九七頁脚注
(未　完)
早稲田大学中央図書館よ-､『新撰沙石集』閲覧の機会を与えていただきました｡お礼を申し上げます｡この論文は'｢近世における中世的説話集の研究｣というテーマで'平成十六年度に専修大学より助成を受けた研
究成果の一部です｡
